
【
十
一
月
十
四
日
】

■

非
常
呼
集
・
放
水
訓
練

消
火
栓
の
点
検

年
末
を
控
え
、
粟
井
分
団
に
よ
る
恒

例
の
放
水
訓
練
、
消
火
栓
等
の
点
検
が
全

員
マ
ス
ク
着
用
で
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
昨
年
よ
り
、
よ
り
今
ま

で
に
近
い
形
で
の
実
施
と
な
っ
た
。
再
編

成
し
た
梶
原
の
部
を
は
じ
め
、
分
団
各
部

元
気
に
参
加
し
た
。
今
年
度
は
、
小
房
で

以
前
使
っ
て
い
た
小
型
軽
量
の
可
搬
ポ
ン

プ
も
修
理
を
終
え
、
し
っ
か
り
放
水
し
た
。

軽
く
て
狭
い
と
こ
ろ
で
も
使
用
で
き
２
人

で
持
ち
運
べ
る
優
れ
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
ま
だ
火
災
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
昨
年
度
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
た
い
。
た
き
火
は
要
注

意
。
気
を
つ
け
よ
う
。

【
十
一
月

七
日
】

■
美
作
市
・
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

今
年
度
は
、
美
作
市
か
ら
の
補
助
金
が
で
る
年
で
、
ビ
オ
ラ
、
パ
ン
ジ
ー
、

培
養
土
を
一
括
購
入
し
、
小
房
以
外
の
各
区
で
植
え
ま
し
た
。
今
年
の
夏

は
、
学
校
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
我
が
家
の
プ
ラ
ン
タ
ー
以
上
に
管
理
し
て
下
さ

っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
選
挙
の
日

も
、
玄
関
は
花
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
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校
舎
運
営
委
員
会

【
十
一
月

五
日
】

江
見
政
策
審
議
監
、
春
名
総
務
部
長
、
栃
岡
支

所
長
、
香
山
担
当
を
招
い
て
、
校
舎
運
営
委
員
会
が

あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
課
題
は
、
今
後
校
舎
の
運
営

は
何
を
根
拠
と
し
て
運
営
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
美
作
市
の
提
案
と
し
て
は
「
美
作
市
集

会
施
設
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
軸

に
を
考
え
て
見
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
の
条
例
に
し
て
も
第
８
条
に
「
こ
の
条
例
の

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
」

と
あ
り
、
具
体
像
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
令
和
三
年
度
制
定
の
「
美
作
市
公
民
館
及
び
集

会
施
設
等
整
理
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
あ
る
令

和
七
年
を
目
途
に

の
自
治
振
興
協
議
会
に
各
一
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箇
所
の
集
会
所
を
設
置
す
る
条
例
も
参
考
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
職
員
の
常
駐
に
つ
い
て
も
考
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。（
条
例
は
市
の
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

当
面
の
課
題
は
、
壊
れ
て
い
る
大
型
遊
具
と
体
育
館
の
水
銀
灯
に
つ
い
て
で
す
。

大
型
遊
具
は
、
管
理
が
大
変
で
す
。
水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
事
も
検
討
中
で

す
。

【
十
一
月

五
日
】

担
当
の
市
民
部
・
く
ら
し
安
全
課
に
加
え
、
保

健
福
祉
部
の
出
席
の
下
、
多
く
の
議
題
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

●
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
ス
ラ
イ
ド

令
和
三
年
度
の
中
止
が
決
ま
っ
て
い
た
ふ
る

さ
と
祭
り
は
、
再
度
ス
ラ
イ
ド
と
な
り
、
令
和
四

年
度
は
勝
田
地
域
（
東
粟
倉
、
美
作
）で
開
催
し

作
東
地
域
は
令
和
五
年
度
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
四
年
度
は
、
粟
井
地
区
で
「
収
穫
祭
」

開
催
予
定
で
す
。

●
環
境
部
会
の
新
設

美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に

「
美
作
市
環
境
衛
生
協
議
会
」
が
環
境
部
と
し

て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
役
員
総
会
は
、
六
つ
の
地
域
自
治
振
興
協
議
会

と
女
性
部
会
、
福
祉
部
会
、
環
境
部
会
の
三
つ
の
部
会
で
の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

●
集
団
検
診
も
要
望

健
康
政
策
課
が
令
和
四
年
度
も
「
個
別
健
診
」
の
み
と
決
め
て
い
た
こ
と
に
対

し
、
移
動
手
段
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
会
と
し
て
「
集
団
検
診
」
も
選
択
肢
に
入
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
目
的
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
受
診
率
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
の
要
望
で
す
。

●
敬
老
祝
賀
会

作
東
地
域
で
は
、
地
区
単
位
で
の
開
催
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
度

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
て
市
内
全
域
で
区
単
位
、
地
区
単
位
で
の
開
催
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他

％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
交
通
券
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
で
、
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販
売
場
所
は
、「
美
作
共
同
バ
ス
事
務
所
」「
の
と
香
観
光
」「
吉
野
自
動
車
」
で
す
。

米
価
下
落
に
対
し
て
の
美
作
市
の
支
援
は
、
十
二
月
議
会
で
詳
細
を
決
定
し
ま

す
。

【
十
一
月
十
一
日
】

生
涯
学
習
支
援
部

公
民
館
活
動
と
生
涯
学
習
支
援
部
が
共

同
で
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

今
野
尚
美
さ
ん
を
招
い
て
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
が
あ
り
、
と
て
も
贅
沢
で
芳
醇
な
ひ
と

と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
粟
井
小
学
校
の
校

歌
で
始
ま
り
、
日
本
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
イ
ギ

リ
ス
・
エ
ル
ガ
ー
の
「
愛
の
あ
い
さ
つ
」
ス
ペ

イ
ン
の
「
火
祭
り
の
踊
り
」
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

「
マ
ズ
ル
カ
」
な
ど
、
今
野
さ
ん
の
優
し
い

語
り
を
聞
き
な
が
ら
、
音
楽
に
よ
る
世
界

旅
行
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
小
林
千
賀

子
さ
ん
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
併
せ
た

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
市

長
も
感
激
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

【
十
一
月

四
日
】

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
案
等
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
の
共
同
募
金
の
配
分
に
つ
い
て

も
協
議
し
、
令
和
二
年
度
の
粟
井
地
区
の
実
績
額
は
十
一
万
一
千
五
百
円
で
配
分
率

0
.
1
6

を
乗
じ
て
、
一
万
七
千
八
百
四
十
円
を
粟
井
に
頂
き
ま
し
た
。
各
種
申
請
書
類
の

変
更
に
つ
い
て
も
協
議
し
、
簡
単
に
し
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。

梶
原
の
南
坂
孝
様
（
亡

均
）
、
粟
井
中
の
絹
田
広
之
様
（
亡

清
子
）
、
鷺
巣
の
山
本
親
男
様
（
亡

く
ま
よ
）
、
小
房
の
有

友
立
美
様
（
亡

立
幸
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
粟
井
地

区
の
福
祉
事
業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

［
編
集
後
記
］

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
で
受
注
し
た
も
ち
米
を
各
家
に
配
布
し
ま
し

た
。
全
部
で
約

俵
、
小
房
分
を
加
え
る
と

俵
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、エ
ゴ
マ
の
収
穫
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が
終
わ
り
、
彩
菜
茶
屋
（
美
作
特
産
館
）で
「
エ
ゴ
マ
油
」
の
販
売
価
格
の
協
議
を
し
ま
し

た
。
少
し
価
格
を
下
げ
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
小
房
で
栽

培
し
て
い
た
大
豆
の
収
穫
も
終
わ
り
ま
し
た
。
早
い
冬
、
皆
さ
ん
体
調
に
気
を
つ
け
て
。

今野尚美ピアノ演奏会


